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　ラン科ネジバナ属の小型の多年草。湿っていて日当たりが良
く，背丈の低い草地や芝生などによく生育する。花茎は 10cm
から 40cm，花序は 5cm から 15cm ほど。花色は通常淡紅色
で小さな花を水平にかつら

・ ・ ・

せん状につける。らせん状に花をつ
けることから「ねじばな」の名があるが，らせんの向きは右巻
き，左巻き，また，途中で向きの変わるものまである。
　日本在来であることから，古

いにしえびと

人の目にも留まっていたと思わ
れるが，万葉集にはそれらしき花を詠んだ歌はない。ただ，第
14 巻の東歌の中の相聞歌に 1 首だけ，
　　芝

しばつき

付の御
み う ら さ き

宇良崎なるねつこ草
　　　あひ見ずあらば吾

あれ

恋ひめやも
　　（あなたに逢うことがなければ，私はこんなに恋に苦しむ
　　  ことはなかったのに）
という歌があり，この「ねつこ草」が「ねじばな」だという。

しかし一方で，この「ねっこ草」は「根っ子」の大きな「翁草」
であるとも。「ねじばな」も「翁草」もともに「根っ子」は大
きいが・・・。
　日本雑草学会の HP に「雑草名リスト」がある。現在 894
種が挙げられているが，その中で唯一ラン科の「雑草」として
挙げられているのが本種である。そもそも「ラン」というと高
貴な山野草で，「レッドデータブック」に挙げられるものがほ
とんどであり，人里で「雑草」のごとく生育するのは本種だけ。
しかしやはり「ラン」は「ラン」であり，愛すべき可憐な花の
一つである。
　その可憐な花がねじれて咲く様に人生におけるねじれをみる
人もいる。大西民子の歌にこんなのがあった。
　　なすことのなべてよぢれてゆく如き
　　　思ひに仰ぐもじずりの花

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一捩花・綟摺（ネジバナ）田畑の草
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はじめに

緑地管理協議会では植調 50 巻第 3 号（2016 年）にて
2014 年実施のWEB調査による「家庭園芸用除草剤の使用
実態について」と題して報告し，A) 商品ラベルを良く読む
消費者の割合が低い（特に「農薬登録」を認知していない方），
B) その為，「農薬登録品」及び「無登録除草剤」注の不適切
な使用実態があることなどについて問題提起をしたところで
ある。
緑地管理協議会は適正使用の啓発と並行して，消費者の使

用実態について定点観測的な調査を 2017 年にも実施したの
で続報としてここに報告する。
注：‌‌農薬登録がなされておらず，化審法で認められた化学物質を利

用した「農薬に該当しない除草剤」
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調査方法

調査会社のモニター（9,652 名）に対し下記の条件でのス
クリーニングを実施，1,000 名を選定。
A)‌‌最近 1年間で「除草剤」( 含む無登録除草剤 ) を使用し
た人（対象年齢 20歳～ 79歳）

B)‌‌本人・同居者が従事する職業に農林業・造園業など日
常で農薬・薬品を使用する人を除外

C)‌‌新規のモニターに対して実施，これまでのアンケート
に答えたモニターは除外

（調査にあたっての留意点）
①‌‌購入した商品の誤認を回避する為，商品画像で購入商
品の特定をした。なお，「無登録除草剤」は希釈剤・AL
剤が殆どであり，粒剤は含めなかった。

②‌‌使用実態の把握は「直近で購入・使用した商品」に限定
し，できる限り複数回答を避けた。

③‌‌各設問における表示を不規則にするなど，調査の「偏り」
をできるだけ回避した。

④‌‌具体的な使用場面を特定するため，提示画像において「植
栽の有無」がイメージできる工夫をした。また，植栽の
有無は「除草剤を散布した場所から 1m程度以内」とし
た。

＊回答は全国から寄せられており，人口の割合に概ね準じ
ていた。男女比率では概ね前回と同様であった。
【調査期間】2017 年 8月 24 日～ 8月 28 日
　　　　　　（1,000 名に対する本調査）
調査目的　A) 商品ラベルの確認状況
　　　　　B) 除草剤の使用場所のより具体的な状況把握

結果概要
■‌全体の商品ラベルの確認状況は「よく読んだ」が 18.6％（前
回 13.9％），「目を通した程度」が 66.7％（前回 66.0％）
であり，若干ではあるが改善の傾向が伺えた。

■‌一方，農薬登録の認知者・非認知者別で商品ラベルの確認
状況をみると，認知者全体の 45.3％（前回 31.7％）が「よ
く読んだ」と答え，非認知者全体の「よく読んだ」13.9％（前
回 8.6％）に比べると大きな差が見られた。

■‌直近で使用した除草剤の農薬登録の有無をみると「無登録
除草剤」の使用者割合が前回の 17.0％から 29.8％へと増
加している。これは「無登録除草剤」の急激な商品数の増
加が大きな要因と考えられる。

性　　別 年　　代

性　年　代



7712　植調　Vol.53, No3（2019)

調査方法

調査会社のモニター（9,652 名）に対し下記の条件でのス
クリーニングを実施，1,000 名を選定。
A)‌‌最近 1年間で「除草剤」( 含む無登録除草剤 ) を使用し
た人（対象年齢 20歳～ 79歳）

B)‌‌本人・同居者が従事する職業に農林業・造園業など日
常で農薬・薬品を使用する人を除外

C)‌‌新規のモニターに対して実施，これまでのアンケート
に答えたモニターは除外

（調査にあたっての留意点）
①‌‌購入した商品の誤認を回避する為，商品画像で購入商
品の特定をした。なお，「無登録除草剤」は希釈剤・AL
剤が殆どであり，粒剤は含めなかった。

②‌‌使用実態の把握は「直近で購入・使用した商品」に限定
し，できる限り複数回答を避けた。

③‌‌各設問における表示を不規則にするなど，調査の「偏り」
をできるだけ回避した。

④‌‌具体的な使用場面を特定するため，提示画像において「植
栽の有無」がイメージできる工夫をした。また，植栽の
有無は「除草剤を散布した場所から 1m程度以内」とし
た。

＊回答は全国から寄せられており，人口の割合に概ね準じ
ていた。男女比率では概ね前回と同様であった。
【調査期間】2017 年 8月 24 日～ 8月 28 日
　　　　　　（1,000 名に対する本調査）
調査目的　A) 商品ラベルの確認状況
　　　　　B) 除草剤の使用場所のより具体的な状況把握

結果概要
■‌全体の商品ラベルの確認状況は「よく読んだ」が 18.6％（前
回 13.9％），「目を通した程度」が 66.7％（前回 66.0％）
であり，若干ではあるが改善の傾向が伺えた。

■‌一方，農薬登録の認知者・非認知者別で商品ラベルの確認
状況をみると，認知者全体の 45.3％（前回 31.7％）が「よ
く読んだ」と答え，非認知者全体の「よく読んだ」13.9％（前
回 8.6％）に比べると大きな差が見られた。

■‌直近で使用した除草剤の農薬登録の有無をみると「無登録
除草剤」の使用者割合が前回の 17.0％から 29.8％へと増
加している。これは「無登録除草剤」の急激な商品数の増
加が大きな要因と考えられる。

性　　別 年　　代

性　年　代

緑地管理協議会 *：「農薬に該当しない除草剤の使用実態」について　13

直近使用した除草剤購入時の商品ラベル確認状況
（直近使用製品の「農薬登録」有無認知状況別）

農薬登録品及び無登録除草剤の使用者割合

直近で使用した除草剤の商品ラベル確認状況
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全体では前回同様，「家の堀やフェンス回り」が 53.7％と
多く，またその他の使用場面も前回同様の傾向を示した。

「無登録除草剤」の使用場面を植栽状況も踏まえ確認した
ところ，全体では前回同様の傾向を示した。ただ，「花壇」や「家
庭菜園」での使用においては 5割を超える方が「散布した
場所から 1ｍ以内に樹木や草花があった」と回答しており，
誤使用があったと考えられる。

最後に

2018 年 12 月に施行された改正農薬取締法は農業の国際
競争力強化と国際調和を強く意識した内容となっている。
環境への影響を含めた安全性もこれまで以上に重要となっ

ており，非農耕地分野のいわゆる「無登録除草剤」注）につ
いては付帯決議にて指導強化が義務付けられたところであ

り，適正使用の啓発は論を俟たないところである。
また，2018 年 6 月に公布された改正食品衛生法では

HACCPの制度導入が義務付けされており，残留農薬を含め
フードチェーン全体を見据えた衛生管理も強化されると思わ
れる。
「農薬」については環境省並びに厚生労働省もそれぞれ管

理・監督を行っているが，「無登録除草剤」については農薬
取締法の対象外となっており，農薬の有効成分と類似した化
合物の使用に関しては化審法及び化管法による管理のみと
なっているのが実情である。
今回のアンケートの結果，「無登録除草剤」はその品揃え

と使用は増加の傾向にあり環境・水質への影響等については
「農薬と統一されたリスク管理・基準」が必要と考える。

注：‌‌農薬登録がなされておらず，化審法で認められた化学物質を利

用した「農薬に該当しない除草剤」

■直近で使用した除草剤の農薬登録の有無をみると「無登録除草剤」の使用者割合が前回の 17.0％から

29.8％へと増加している。これは「無登録除草剤」の急激な商品数の増加が大きな要因と考えられる。

全体では前回同様，「家の堀やフェンス回り」が 53.7％と多く，またその他の使用場面も前回同様の傾向を

示した。

直近の除草剤使用場所（「農薬登録」の有無別）
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「無登録除草剤」の使用場面を植栽状況も踏まえ確認したところ，全体では前回同様の傾向を示した。ただ，

「花壇」や「家庭菜園」での使用においては 5 割を超える方が「散布した場所から 1ｍ以内に樹木や草花があ

った」と回答しており，誤使用があったと考えられる。

直近の無登録除草剤の使用場所（植栽の有無別）

　＊無登録除草剤使用者 298 名による複数回答　


